
 

 

審査情報提供事例について 

 

審査支払機関における診療報酬請求に関する審査は、健康保険法、療養担当規則、

診療報酬点数表及び関係諸通知等を踏まえ各審査委員会の医学的・歯科医学的見解に

基づいて行われています。 

一方、審査の公平・公正性に対する関係方面からの信頼を確保するため、審査にお

ける一般的な取扱いについて広く関係者に情報提供を行い、審査の透明性を高めるこ

ととしております。 

このため、平成１６年７月に「審査情報提供検討委員会」、平成２３年６月に「審査

情報提供歯科検討委員会」を設置し、情報提供事例の検討と併せ、審査上の一般的な

取扱いに係る事例について、情報提供を行ってまいりました。 

今後とも、当該委員会において検討協議を重ね、提供事例を逐次拡充することとし

ておりますので、関係者の皆様のご参考となれば幸いと考えております。 

なお、情報提供する審査の一般的な取扱いについては、療養担当規則等に照らし、

当該診療行為の必要性、用法・用量の妥当性などに係る医学的・歯科医学的判断に基

づいた審査が行われることを前提としておりますので、本提供事例に示された適否が、

すべての個別診療内容に係る審査において、画一的あるいは一律的に適用されるもの

ではないことにご留意ください。 

 

平成２３年９月 

 



１９ 歯科疾患管理料② 

 

《平成２４年８月２７日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、他の病名がなく、永久歯の抜歯手術以外の処置がない場合、

歯科疾患管理料の算定を認める。 

 

○ 取扱いを定めた理由 

  口腔を一単位としてとらえ、抜歯対象となった当該歯のみに限らず、生活

習慣、口腔環境の改善を図る継続管理を評価した歯科疾患管理料の主旨から

当該管理料の算定は認められる。 

 

○ 留意事項 

歯科疾患管理料の管理の継続性や必要性に基づき判断することが必要であ

ると思われる。 



２０ 顎運動関連検査 

 

《平成２４年８月２７日新規》 

 

○ 取扱い 

  原則として、咬合採得と同時算定でない顎運動関連検査の算定を認める。 

 

○ 取扱いを定めた理由 

  咬合採得と顎運動関連検査を同時に実施しないことは、歯科医学的にもあ

り得ることから、咬合採得と同時算定でない咬合採得後の顎運動関連検査の

算定は認められる。 



２１ 投薬② 

 

《平成２４年８月２７日新規》 

 

○ 取扱い 

  原則として、「Ｐ」病名のみで、スケーリング実施後に出現した疼痛に対

する鎮痛剤の算定を認める。 

 

○ 取扱いを定めた理由 

 Ｐ病名であってもさまざまな病態があり、必要に応じて鎮痛剤の投与は十

分に考えられることから、スケーリング実施後に発現した疼痛に対する鎮痛

剤の投与は認められる。 

 



２２ 知覚過敏処置 

 

《平成２４年８月２７日新規》 

 

○ 取扱い 

  原則として、同一診療月で同一歯において、「Ｐ」及び「Ｈｙｓ」病名で

知覚過敏処置のみを行い、後日抜歯に至った場合、当該知覚過敏処置の算定

を認める。 

 

○ 取扱いを定めた理由 

  抜歯に至ったとしても、それ以前に実施された知覚過敏処置は症状を緩解

させるための処置であることから、歯科医学的にはあり得るものと考えられ

る。 



２３ 乳幼児う蝕薬物塗布処置 

 

《平成２４年８月２７日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、著しく歯科診療が困難な者に対し、永久歯の前歯に対する乳

幼児う蝕薬物塗布処置の算定を認める。 

 

○ 取扱いを定めた理由 

 著しく歯科診療が困難な状況によっては、永久歯の臼歯と同様に処置後の

自己管理が十分にできない場合もあり、永久歯の前歯に対して乳幼児う蝕薬

物塗布処置を行うことは歯科医学的にもあり得ることから、算定は認められ

る。 

 



２４ 歯周基本治療 

 

《平成２４年８月２７日新規》 

 

○ 取扱い 

  原則として、一連の歯周病治療終了後、一時的に病状が安定した状態にあ

る患者に対し、再度のＳＲＰを繰り返し一定間隔で行うことを認める。 

 

○ 取扱いを定めた理由 

 一時的に病状が安定した状態であっても、部位によっては、再度のＳＲＰ

が必要な場合もあり得ることから、算定は認められる。 

 

○ 留意事項 

  同一歯に対し、短期間で繰り返し実施される場合や連月にわたり全歯に実

施される場合などについては、事例ごとに判断する必要があると思われる。 

 
 


